
『虞
美
人
草
』
 

そ
の
構
成
と
表
現
 

多 

川 

恒
 
男

 

『
虞美
人
草
』
は
、

東
京
帝
国

大
学
を

退
職
し
た
夏
目
瀬
石
が
、
 

東
京
朝
日
新
聞
に

入
社
し

て
最
初
に
書
い
た
新
聞
小
説
で
あ
っ

て
、
 

明
治
四
十
年
六
月
二
十
三
日
か
ら

十
月
二
十
九
日
ま
で
東
京
朝
日

新
聞
に

連
載
さ
れ

た
（
な
お
、
大
阪
朝
日
新
聞
の
方
は
、
十
月
二
十
八

日
ま
で
の
連
載
で
あ
っ
た
。）
。
 

本
稿
で
は
、

長
編
新
聞

小
説
と
し

て
の
『
虞
美
人
草
』
 の
構
成

上
の
特
色
と
そ

の
表
現
と
の
か

か
わ
り
を
、
激
石
の
創
作
意
図

も

勘
案
し

な
が
ら
考
え
て
み

よ
う
と
思
う
。
 

一
 

『虞
美
人

草
』
 に
は
主
な
登
場
人
物
と
し

て
、
六
人

の
二
十
歳

代
の
男
女
が

登
場
す
る
。

す
な
わ

ち
、
小
野
清

三
（
二
十
七
歳
、
 

文
学
者
。
東
京
帝
国
大
学
卒
業
。
恩
賜
の
銀
時
計
を
授
与
さ
れ
る
。
目
下
、
 
 

博
士
論
文
執
筆
中
で
、
東
京
で
下
宿
生
活
。
収
入
は
、
月
、
六
十
円
。
甲

野
藤
尾
の
家
庭
教
師
も
す
る
。）
甲
野
欽
吾
（
二
十
七
歳
。
哲
学
専
攻
。
 

卒
業
論
文
の
題
目
は
、
『哲
世
界
と
実
世
界
」
で
、
甲
野
藤
尾
の
異
母
兄

で
あ
る
。）
宗
近
一
 
（
大
学
では
、
法
科
に
学
び
、
外
交
官
試
験
に
一
度

失
敗
。
第
十
六
章
で
二
回
目
の
受
験
で
の
合
格
が
判
明
。
最
終
十
九
章
で

は
倫
敦
に
赴
任
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
甲
野
欽
吾
と
は
従
兄
弟
。）
甲
野

藤
尾
（
二
十
四
歳
。
文
学
、
詩
を
好
み
、
小
野
清
三
を
未
来
の
夫
と
望

む
が
、
十
八
章
で
、
清
三
に
断
わ
ら
れ
、
 一
に
も
拒
ま
れ
て
、
憤
死
す

る
。）
宗
近
糸
子

（
ニ十
二
歳
。
宗
近
一
の
妹
。
十
八
章
で
、
甲
野
欽
吾

に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
る
。
裁
縫
上
手
で
、
正
直
な
女
性
。
シ
ン
は
強
い
。）
 

井
上
小
夜
子
（
二
十
一
歳
。
井
上
孤
堂
の
一
人
娘
。
東
京
に
出
て
学
び
、
 

京
都
へ
帰
っ
て
以
来
、
 一
途
に
、
小
野
を

〈
夫
〉
と
思
って
い
る
。）
こ

れ
ら
若
い
男
女

の
他
に
、

井
上
孤
堂

（
老
人
。小
夜
子
の
父
。
小
野
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清
三
の
京
都
（
旧
制
高
校
）
）時
代
の
恩
師
。
東
上
後
、
小
野
の
心
変
わ

り
を
責
め
る
。）
浅
井
（
小
野
の
京
都
時
代
か
ら
の
友
人
。
法
学
士
。）
 

甲
野
欽
吾

・
藤
尾
の
父

（
四
ケ月
前
、
外
国
で
急
死
。）
欽
吾
の
継

母
・
藤
尾
の
生
母
で
狭
猪
な
中
年
女
性
。
宗
近

一
・
糸
子
の
父
ら

が
登
場
す
る
。
 

作
品

の
場
面
構
成
は
、
第

一
章
か
ら
第
六
章
ま
で
は
、
 
一
‘
 

三
・
五
章
は
、
甲
野
欽
吾
と
宗
近
一
が
京
都
へ
旅
行
し
て
の
場
面
。
 

そ
の
間
の
偶
数
章
は
、
東
京
で
の
場
面
で
、
ニ
章
は
、
甲
野
家
で

の
小
野
と
藤
尾
の
会
話
。
四
章
は
、
小
野
の
下
宿
で
の
場
面
。
」ハ

章
は
、
甲
野
家
で
の
、
小
野

・
藤
尾
・
糸
子
の
会
話
の
や
り
と
り
。
 

第
七
章
に
到
っ
て
、
京
都
よ
り
帰
京
す
る
欽
吾
と
ー
が
、
京
都

の
家
を
払
っ
て
、
東
上
す
る
孤
堂

・
小
夜
子
と
偶
然
乗
り
合
わ
す

夜
行
列
車
の
場
面
と
な
る
。
 

第
八
章
か
ら
最
終
十
九
章
ま
で
は
、
す
べ
て
、
東
京
の
場
面
と

な
る
が
、
 一
つ
の
章
に
、
複
数
の
場
面
が
出
て
く
る
章
も
あ
る
。
 

第
八
章
で
は
、
甲
野
家
で
の
藤
尾
と
母
の
会
話
と
、
宗
近
家
で
の

欽
吾

・
一
と
宗
近
老

人
の
会
話
。
糸
子
も
同

席
。
九
章
は
、
孤

堂

・
小
夜
子
の
仮
住
い
を
小
野
が
訪
問
。
小
夜
子
に
逢
う
場
面
。
 

第
十
章
は
、
宗
近
家
の
中
で
の
二
場
面
。
宗
近
老
人
と
藤
尾
の
母

と
の
や
り
と
り
と
一

・
糸
子
兄
妹
の
会
話
の
場
面
に
分
れ
る
。
 

第
十
一
章
は
、
博
覧
会
の
場
面
。
宗
近
兄
妹

・
甲
野
兄
妹
の
四
  

人
の
グ
ル
ー
プ
が
、
小
野
・
井
上
父
娘
の
グ
ル
ー
プ
を
博
覧
会
で
、
 
m
 

小
野
た
ち
に
気
づ
く
が
声
は
掛
け
な
い
。
藤
尾
も
知
り
な
が
ら
沈

獣
。
 

第
十
二
章
は
、
小
野
の
下
宿
を
、
独
り
で
小
夜
子
が
訪
問
。
小

野
が
急
用
あ
る
と
言
う
の
で
、
小
夜
子
は
、
父

e
m
l
ロ
づけ
を
の
み

告
げ
て
帰
る
。
小
野
は
、
藤
尾
訪
間
に
出
掛
け
、
途
中
、
欽
吾
に

会
い
、
藤
尾
の
在
宅
を
知
る
。
小
野
と
藤
尾
久
し
振
り
の
再
会
。
 

十
三
章
、
宗
近
家
へ
欽
吾
来
る
。
欽
吾
と
糸
子
の
会
話
。
十
四
章

は
、
小
野
と
宗
近
一
が
偶
然
出
会
い
、
会
話
を
交
わ
す
。
後
．
小

野
は
孤
堂
先
生
を
訪
問
。
孤
堂
は
、
小
野
に
早
急
に
小
夜
子
と
結

婚
す
る
よ
う
要
請
。
帰
途
、
小
野
は
友
人
、
浅
井
に
先
生
に
断
わ

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
る
。
十
五
章
は
、
甲
野
家
の
場
面
。
欽

吾
と
継
母
、
藤
尾
と
欽
吾
の
二

つ
の
や
り
と
り
の
場
面
に
分
か
れ

る
。
前
者
で
、
欽
吾
は
、
財
産

・
家
す
べ
て
藤
尾
に
遣
る
と
い
う
。
 

後
者
で
、
藤
尾
は
小
野
と
結
婚
す
る
と
言
う
。
十
六
章
、
宗
近
家

の
場
面
。
こ
こ
も
前
章
の
対
の
よ
う
に
、
 一
と
宗
近
老
人
、
 一
、
 

糸
子
兄
妹
の
会
話
に
分
か
れ

る
。

一
は
、
父
に
外
交
官
試
験
合
格

を
告
げ
る
。
妹
に
も
同
じ
こ
と
を
告
げ
る
。
糸
子
は
、
兄
に
藤
尾

を
断
念
す
る
よ
う
に
進
言
し
、
 一
は
糸
子
に
、
欽
吾
の
嫁
に
な
る

よ
う
説
く
。
 

第
十
七
章
、
小
野
と
浅
井
が
会
う
。
小
野
は
金
銭
を
孤
堂
父
娘
 



に
送
る
条
件
で
、
小
夜
子
と
の
結
婚
の
断
り
を
告
げ
て
も
ら
う
よ

う
依
頼
。

つ
い
で
、
小
野
は
甲
野
家
に
藤
尾
を
訪
問
。
そ
れ
か
ら

十
五
分
程
経
過
し
て
、
同
じ
甲
野
家
に
、
宗
近
一
、
欽
吾
を
訪
問

し
、
妹
、
糸
子
を
嫁
に
も
ら
え
と
説
く
。
 

第
十
八
章
、
朝
、
浅
井
、
孤
堂
先
生
宅
訪
問
。
小
夜
子
の
依
頼

の
件
を
語
る
。
小
夜
子
泣
き
、
孤
堂
先
生
は
怒
る
。
浅
井
、
小
野

に
孤
堂
先
生
e
言
を
伝
え
る
こ
と
を
約
束
し
て
出
る
。

一
時
間
余

の
後
、
浅
井
、
宗
近
家
の
門
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
。
つ
づ
い
て
、
車

が
二
挺
出
る
。

一
挺
は
、
宗
近
一
を
乗
せ
て
、
小
野
の
下
宿
へ
。
 

一
挺
は
、
宗
近
老
人
を
乗
せ
て
、
孤
堂
先
生
宅
へ
、
五
十
分
程
遅

れ
て
、
第
三
の
車
は
、
糸
子
を
乗
せ
て
甲
野

の
屋
敷

へ
。
藤
尾
と

の
約
東
を
、
浅
井
の
返
事
を
待
た
ず
、
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
、
 

小
野
は
、
 一
の
説
得
で
、
非
を
悟
り
、
大
森
か
ら
帰
っ
た
藤
尾
に

断
る
こ
と
を
ー
に
約
東
す
る
。
宗
近
老
人
は
、
息
子
が
小
野
を
説

得
中
と
述
べ
、
孤
堂
先
生
の
説
得
を
行
う
。

一
は
飛
脚
を
使
っ
て
、
 

孤
堂
先
生
に
告
げ
、
小
野
と
小
夜
子
を
連
れ
て
、
甲
野
家
へ
。
甲

野
家
で
は
、
欽
吾
と
そ
の
継
母
と
糸
子
の
会
話
。
宗
近
一
は
、
藤

尾
に
小
夜
子
を
紹
介
、
小
野
は
小
夜
子
と
の
約
東
を
履
行
し
、
藤

尾
と
の
こ
と
の
終
り
を
告
げ
る
。
藤
尾
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
笑
い
と

共
に
、
金
時
計
を
「
あ
な
た
が

不
用
」
な
ら
、
「宗
近
さ
ん
、
あ

な
た
に
上
げ
ま
」
す
と
い
う
が
、
宗
近
は
そ
れ
を
大
理
石
に
ぶ
っ
  

つ
け
、
金
時
計
は
壊
れ
る
。
藤
尾
、
椅
子
を
蹴
返
し
て
床
に
倒
れ

る
。
最
終
十
九
章
は
、
憤
死
し
た
藤
尾
の
葬
儀
の
場
面
と
欽
吾
の

日
記
の
内
容
が
中
心
。
ニ
ケ
月
後
、
そ
の

一
部
を
抄
録
し
て
倫
敦

に
赴
任
し
た
宗
近
一
に
送
る
。
そ
の
返
事
に
は
、
「
此所
で
は
喜

劇
ば
か
り
が
流
行
る
」
と
あ
っ
た
。
 

一
 
一
 

『
虞
美
人
草
』
 が
発
表
さ
れ

た
明
治
四
十
年
（
西
暦
一
九
〇
七

年
）
か
ら
十
六
年
余
経
た
大
正
十
三
年
（
西
暦
一
九
二
四
年
）
一
月
、
 

雑
誌
「
新
小
説
」
に
、
中
村
武
羅
夫
が
発
表
し
た
『
文
学
者
と
社

会
意
識
 

本
格
小
説
と
心
境
と
」
 の
中
に
、
次
の
よ
う
な
部
分

が
あ
る
。
 

そ
れ
ぞ
れ
私
自
身
は
何
う
い
ふ
心
持
で
斯
う
い
ふ
用
語
を
使

ふ
の
か
、
そ
れ
を
ち
ょ

つ
と
説
明
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
と
思

ふ
。
私
の
言
ふ
本
格
小
説
と
い
ふ
の
は
、
形
の
上
か
ら
だ
け
で

言
へ
ば
、
 一
人
構
小
説
に
封
す
る
三
人
構
小
説
の
こ
と
で
あ
る
。
 

主
観
的
な
行
き
方
に
封
す
る
、
巌
正
に
客
観
的
な
行
き
方
の
小

説
で
あ
る
。
作
者
の
心
持
や
感
情
を
直
接
書
か
な
い
で
、
或
る

人
間
な
り
生
活
な
り
を
描
く
こ
と
に
依

つ
て
、
そ
こ
に
お
の
づ

か
ら
作
者
の
人
生
観
が
現
れ
て
来
る
や
う
な
小
説
で
あ
る
。
端
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的
に
作
者
の
心
持
を
書
い
て
し
ま
は
な
い
で
、
全
回
的
に
描
か

れ
た
事
象
の
奥
に
、
作
者
の
人
生
観
が
ひ
そ
ん
で
居
る
 

若

し
く
は
作
者
の
人
生
観
な
ど
と
い
ふ
も
の
は
ど
こ
に
隠
さ
れ
て

居
る
の
か
、
ち
よ
つ
と
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
作
品
を
讃
ん

だ
ぐ
け
で
は
、
園
彫
り
に
さ
れ
た
或
る
個
性
な
り
生
活
な
り
し

か
見
え
て
来
な

い
が
、
そ
の
菖
象
を
取
り
あ
つ
か
つ
て
居
る
作

者
の
態
度
で
、
そ
の
菖
象
に
は
た
ら
い
て
居
る
作
者
の
批
判
で
、
 

作
者
の
思
想
な
り
人
生
観
な
り
を
、
う
か
ず
ひ
知
る
と
い
ふ
や

う
な
小
説
で
あ
る
。
『作
者
』
は
、
『描
か
れ
た
も
の
』
 の
蔭
に

全
く
か
く
れ
て
し
ま
つ
て
居
る
小
説
で
あ
る
。
ど
こ
の
誰
が
書

い
た
か
と
い
ふ
こ
と
に
興
味
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ
の
誰

が
書
い
た
か
わ
か
ら
な
く
て
も
、
『描
か
れ
て
あ
る
そ
の
も
の
』
 

に
、
意
義
の
あ
る
や
う
な
小
説
で
あ
る
。
 

心
境
小
説
と
い
ふ
の
は
、
本
格
小
説
の
全
く
正
反
封
の
立
場

に
立
つ
小
説
で
あ
る
。
作
者
が
ぢ
か
に
作
品
の
上
に
出
て
来
る

小
説
で
あ
る
。
作
品
の
上
で
作
者
が
直
接
も
の
を
言

つ
て
居
る
 

ー
と
い

ふ
よ
り
も
作
者
が
直
接
も
の
を
言
ふ
こ
と
が
作
品
に

な
つ
た
や
う
な
小
説
で
あ
る
。
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
 

誰
が
書
い
た
か
と
い
ふ
こ
と
の
方
に
、
主
と
し
て
意
義
の
力
貼

が
置
か
れ
て
居
る
や
う
な
小
説
で
あ
る
。
或
る
人
間
な
り
、
生

活
な
り
、
杜
曾
な
り
を
描
か
う
と
す
る
よ
り
も
、
そ
ん
な
も
の
  

は
何
う
で
も
好
い
。
ひ
た
す
ら
作
者
の
心
境
を
語
ら
う
と
す
る

や
う
な
小
説
で
あ
る
。
 

斯
う
い
う
風
に
比
べ
て
来
て
見
る
と
、
 一
方
は
絡
書
的
で
あ

る
し
、
 一
方
は
歌
俳
譜
の
境
地
に
近
い
や
う
だ
。
花
鳥
風
物
に

托
し
て
、
己
れ
の
感
懐
を
語
ら
う
と
す
る
よ
う
な
小
説
で
あ
る
。
 

こ
れ
に
対
し

て
、
久
米
正
雄
は
、
文
芸
春
秋
社
の
『
文
芸
講

座
』
第
七
号
（
大

正
 
1
4
 

・
1
）
と
第
十
四
号
（
大

正
 
1
4
 

・
5
）
に分

載
し
た
『
「私
」
小
説
と
「
心
境
」
小
説
』
 の
前
号
の
方
で
、

次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

が
、
私
が
、
昨
今
謂
う
所
の
「
私
小
説
」
と
云
ふ
の
は
、
必

ず
し
も
さ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
イ
ヒ

・
ロ
マ
ー
ン
の
課
で
な

く
て
、
寧
ろ
、
別
な
、
『
自
救
」
小
説
と
も
云

ふ
べ
き
も
の
で

あ
る
。

一
言
に
し
て
云
へ
ば
、
作
者
が
自
分
を
、
最
も
直
裁
に

さ
ら
け
出
し
た
小
説
と
い
ふ
程
の
意
味
で
あ
る
。
 

然
ら
ば
、
「自
叙
博
」
と
か
、
「
告
白」
と
か
と
同
じ
か
、
と

云
ふ
と
、
そ
れ
は
さ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
飽
く
迄
、
小
説
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
妻
術
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
微

妙
な

一
線
こ
そ
、
後
に
説
く
心
境
問
題
と
相
侯

つ
て
、
所
謂
襲

術
非
熱
術
の
境
を
成
す
も
の
で
あ
る
が
、
軍
な
る
自
叙
博
乃
至
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告
白
は
、
最
も
私
の
 
「私
小
説
」
 に
近
い
、
原
型
に
似
た
も
の

で
は
あ
る
が
、
そ
の
表
現
が
襲
術
で
な
い
以
上
、
私
の
 
「
私小

説
」
 に
は
入
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

例
え
ば
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
吾
が
繊
悔
」
な
ど
は
、
勿
論
襲

術
的
な
分
子
も
な
い
で

は
な
い
が
、
私
小
説
で
は
な
い
。

ル

ソ
ー
の
『
繊
悔
録
」
も
、
色
々
小
説
的
な
場
面
は
あ
る
が
、
こ

れ
も
決
し
て
私
小
説
で
は
な
い
。
併
し
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
の
 

『療
人
の
繊
悔
』
に
至
る
と
、
明
に
そ
れ
は
私
小
説
で
あ
る
。
 

例
を
日
本
に
引
く
。
 

夏
目
瀬
石
先
生
に
、

『吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
と
言
ふ
、
私
の

此
の
論
講
を
行
ふ
の
に
、

都
合
の
い
、
小
説
が
あ
る
。
『吾
輩

は
猫
で
あ
る
」
 は
、
先
刻
云

つ
た
イ
ヒ

・
ロ
マ
ー
ン
の
定
義
か

ら
云
へ
ば
、
明
に
吾
輩
 

と
云
ふ
書
き
出
し
か
ら
、
イ
ヒ

・

ロ
マ
ー
ン
で
あ
り
、
猫
の
飼
主
苦
沙
蒲
先
生
と
云
ふ
人
物
は
、
 

殆
ん
ど
激
石
先
生
自
身
を
代
表
し
て
カ
る
か
ら
、
私
の
云
ふ
意

味
で
も
、
「私
小
説
」
 で
あ
り
さ
う
だ
が
、

私
は
私
の
所

謂
 

「私
小
説
」
 の
中
へ
は
、
そ
れ
を
容
れ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。
 

何
故
か
？
・
、そ
れ
は
結
局
主
人
公
た
る
作
者
が
、
「
直裁

に
」
出
て
カ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
を
し
て
云
は
し
む
れ
ば
、
 

先
生
の
低
個
趣
味
が
、
此
の
絶
好
の
 「私
小
説
」
を
、
 一
と
撚

り
撚

つ
て
カ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
撚
ね
り
や
う
は
、
『猫
』
 
 

の
場
合
成
功
し
て
、
そ
れ
が
婆
術
の
や
う
に
見
え
て
カ
る
が
、
 

私
を
し
て
云
は
し
む
れ
ば
、
そ
れ
は
襲
術
の
皮
で
あ
り
、
寧
ろ

額
縁
で
あ
る
。
『猫
」
は
今
日
確
に
日
本
近
世
小
説

の
、
立
派

な
古
典
で
は
あ
る
が
、
も
つ
と
直
裁
に
、
激
石
先
生
自
身
が
、
 

出
て
来
て
も
、
あ
れ
だ
け
の
苦
笑
哲
皐
は
出
て
来
な
か

つ
た
で

あ
ら
う
か
、
『
猫』
 は
確
に
役
立
つ
て
は

カ
る
が
、
そ
れ
は

一

種
通
俗
的
な
、
面
白
さ
を
増
し
、
先
生
の
技
巧
欲
を
満
足
さ
せ

た
に
止
ま
つ
て
カ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
で
あ
る
か
ら
、
私

を
し
て
云
は
し
む
れ
ば
、
寧
ろ
激
石
先
生

の
作
で
は
、
『
猫』
 

よ
り
も
『
硝
子
戸
の
中
』
 が
懐
し

い
。
が
残
念
な
る
か
な
、
 

『硝
子
戸
の
中
』
は
小
説
で
は
な
か
つ
た
。
 

今
、
私
は
、
中
村
武
羅
夫
と
久
米
正
雄
の
論
を
長
々
と
引
用
し

た
の
で
あ
る
が
、
『虞
美
人
草
』
の
構
成
を
見
る
と
、
若
い
男
女

が
そ
れ
ぞ
れ
三
名
ず

つ
を
は
じ
め
約
十
名
程
の
登
場
人
物
が
、
そ

れ
ぞ
れ
特
定
の
名
を
持

つ
三
人
称
表
現
で
登
場
す
る
こ
と
か
ら
も
、
 

明
ら
か
に
仮
構
さ
れ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
久
米

正
雄
e
言
う
＋
私
小
説

一
や
「
心
境
小
説
」
 で
は
勿
論
無
い
の
は

言
う
を
待
た
な
い
が
、

し
か
し
な
が
ら
、
は
た
し
て
、
『虞
美
人

草
』
は
、
中
村
の
定
義
し
た
よ
う
な
本
格
小
説
と
言
え
る
か
と
考

え
る
と
、
そ
う
は
言
え
そ
う
に
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
ま
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り
に
も
作
品
中
に
、

作
者
（
瀬
石
先
生
自
身
）
が
、
顔
を
出
し
す

ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

中
村
武
羅
夫

の
言
う
、
「
『作
者
』
 は
、
『描
か
れ
た
も
の
』
 の

蔭
に
全
く
か
く
れ
て
し
ま
つ
て
居
る
小
説
で
あ
る
。
ど
こ
の
誰
が

書
い
た
か
と
い
ふ
こ
と
に
興
味
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ
の
誰

が
書
い
た
か
わ
か
ら
な
く
て
も
、

『描
か
れ

て
あ
る
そ
の
も
の
』
 

に
意
義
の
あ
る
や
う
な
小
説
で
あ
る
」
と
は
到
底
言
え
さ
う
に
な

い
の
で
あ
る
。
 

三
 

つ
て
、
魔
力
の
境
を
窮
む
る
と
き
、
桃
源
に
骨
を
白
う
し
て
、
 

再
び
塵
豊
に
蹄
る
を
得
ず
。
只
の
夢
で
は
な
い
。
模
糊
た
る
夢

の
大
い
な
る
う
ち
に
、
燦
た
る
一
鮎
の
妊
星
が
、
死
ぬ
る
迄
我

を
見
よ
と
、
紫
色
の
、
眉
近
く
逼
る
の
で
あ
る
。
女
は
紫
色
の

着
物
を
着
て
居
る
。
 

静
か
な
る
書
を
、
静
か
に
乗
を
抽
い
て
、
箔
に
重
き

一
巻
を
、
 

女
は
膝
の
上
に
護
む
。
 

第
六
章
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
 

232 

第
二
章
の
冒
頭
の
一
節
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
 

紅
を
蒲
生
に
包
む
書
酎
な
る
に
、
花
を
抽
ん
す
る
紫
の
濃
き

一
貼
を
、
天
地
の
眼
れ
る
な
か
に
、
鮮
や
か
に
滴
た
ら
し
た
る

が
如
き
女
で
あ
る
。
夢
の
世
を
夢
よ
り
も
艶
に
眺
め
し
む
る
黒

髪
を
、
乱
る
、
な
と
畳
め
る
髪
の
上
に
は
、
玉
虫
の
貝
を
冴
々

と
重
に
刻
ん
で
、
細
き
金
脚
に
は
つ
し
と
打
ち
込
ん
で
カ
る
。
 

静
か
な
る
書
の
、
遠
き
世
に
心
を
奪
ひ
去
ら
ん
と
す
る
を
、
黒

き
昨
の
さ
と
動
け
ば
、
見
る
人
は
、
あ
な
や
と
我
に
蹄
る
。
牛

滴
の
ひ
ろ
が
り
に
、
 一
瞬
の
短
か
き
を
倫
ん
で
、
疾
風
の
威
を

作
す
は
、
春
に
居
て
春
を
制
す
る
深
き
眼
で
あ
る
。
此
瞳
を
遡

 

丸
顔
に
愁
少
し
、
楓
と
映
る
襟
地
の
中
か
ら
薄
驚
の
蘭
の
花

が
、
幽
な
る
香
を
肌
に
吐
い
て
、
着
け
た
る
人
の
胸
の
上
に
こ

ぼ
れ
か

、
る
。
糸
子
は
斯
ん
な
女
で
あ
る
。
 

人
に
示
す
と
き
は
指
を
用
カ
る
。
四
つ
を
掌
に
折
つ
て
、
除

る
第
二
指
の
有
丈
に
あ
れ
ぞ
と
指
す
時
、
指
す
手
は
只
一
筋
の

紛
れ
な
く
明
ら
か
で
あ
る
。
五
本
の
指
を
あ
れ
見
よ
と
悉
く
伸

ば
す
な
ら
ば
、
西
東
は
営
る
と
も
、
営
る
と
思
は
る
、
感
じ
は

鈍
く
な
る
。
糸
子
は
五
指
を
並
べ
た
様
な
女
で
あ
る
。
受
け
る

感
じ
が
間
違
っ
て
居
る
と
は
云
へ
ぬ
。
然
し
愛
だ
。
物
足
ら
ぬ

と
は
指
鮎
す
指
の
短
か
き
に
過
ぐ
る
場
合
を
い
ふ
。
足
り
飲
る

と
は
指
鮎
す
指
の
長
き
に
失
す
る
時
で
あ
ら
う
。
糸
子
は
五
指
 



を
同
時
に
並
べ
た
様
な
女
で
あ
る
。
足
る
と
も
云
へ
ぬ
。
足
り

除
る
と
も
評
さ
れ
ぬ
。
 

人
に
指
鮎
す
指
の
、
細
そ
り
と
爪
先
に
肉
を
落
す
と
き
、
明

か
な
る
感
じ
は
次
第
に
爪
先
に
集
ま

つ
て
焼
鮎
を
構
成
る
。
藤

尾
の
指
は
爪
先
の
紅
を
抜
け
出
で

、
縫
針
の
尖
が
れ
る
に
終
る
。
 

見
る
も
の
、
眼
は
一
度
に
痛
い
。
要
領
を
得
ぬ
も
の
は
橋
を
渡

ら
ぬ
。
要
領
を
得
過
ぎ
た
も
の
は
欄
干
を
渡
る
。
欄
干
を
渡
る

も
の
は
水
に
落
ち
る
恐
が
あ
る
。
 

藤
尾
と
糸
子
は
六
畳
の
座
敷
で
五
指
と
針
の
先
と
の
戦
争
を

し
て
カ
る
。
凡
て
の
曾
話
は
戦
争
で
あ
る
。
女
の
曾
話
は
尤
も

戦
争
で
あ
る
。
 

第
七
章
 
京
都
よ
り
東
京
へ
と
夜
汽
車
が
走
る
車
内
に
は
、
甲

野

・
宗
近
の
両
君
。
ま
た
別
に
、
井
上
孤
堂
．
小
夜
子
父
娘
が
乗

車
し
て
カ
る
。
そ
の
一
節
、
 

色
白
く
、
傾
く
月
の
影
に
生
れ
て
小
夜
と
云
ふ
。
母
な
き
を
、
 

つ
ぐ
ま
や
か
に
暮
ら
す
親

一
人
子
一
人
の
京
の
住
居
に
、
孟
蘭

盆
の
燈
寵
を
掛
け
て
よ
り
五
遍
に
な
る
。
今
年
の
秋
は
久
し
振

で
、
亡
き
母
の
精
霊
を
、
東
京
の
苧
殻
で
迎
へ
る
事
と
、
長
袖

の
左
右
に
開
く
な
か

、
ら
、
白
い
手
を
尋
常
に
重
ね
て
カ
る
。
 
 

物
の
憐
れ
は
小
さ
き
人
の
肩
に
あ
つ
ま
る
。
乗
し
掛
る
怒
は
、
 

撫
で
下
す
絹
し
な
や
か
に
情
の
裾
に
滑
り
込
む
。
 

紫
に
騎
る
も
の
は
招
く
。
黄
に
深
く
情
濃
き
も
の
は
追
ふ
。
 

東
西
の
春
は
二
百
里
の
織
路
に
連
な
る
を
、
願
の
糸
の
一
筋
に
、
 

懸
こ
そ
誠
な
れ
と
、
髪
に
掛
け
た
る
丈
長
を
頭
は
せ
な
が
ら
、
 

長
き
夜
を
縫
ふ
て
走
る
。
古
き
五
年
は
夢
で
あ
る
。
只
滴
た
る

絡
筆
の
勢
に
、
有
耶
無
耶
を
貫

い
て
赫
と
染
め
つ
け
ら
れ
た
昔

の
夢
は
、
深
く
記
憶
の
底
に
透
つ
て
、
営
時
を
裏
返
す
折
々
に

さ
へ
鮮
か
に
責
染
ん
で
見
え
る
。
小
夜
子
の
夢
は
命
よ
り
も
明

か
で
あ
る
。
小
夜
子
は
此
明
か
な
る
夢
を
、
春
寒
の
懐
に
媛
め

つ
、
、
黒
く
動
く
一
像
の
車
に
載
せ
て
東
に
行
く
。
車
は
夢
を

載
せ
た
僅
ひ
た
す
ら
に
、
只
東

へ
と
走
る
。
夢
を
携

へ
た
る
人

は
、
落
す
ま
じ
と
、
ひ
し
と
燃
ゆ
る
も
の
を
抱
き
し
め
て
行
く
。
 

車
は
無
二
無
三
に
走
る
。
野
に
は
緑
を
衝
き
、
山
に
は
雲
を
衝

き
、
星
あ
る
程
の
夜
に
は
星
を
衝
い
て
走
る
。
夢
を
抱
く
人
は
、
 

抱
き
な
が
ら
、
走
り
な
が
ら
、
明
か
な
る
夢
を
暗
闇
の
遠
き
よ

り
切
り
放
し
て
、
現
責
の
前
に
批
げ
出
さ
ん
と
し
つ
、
あ
る
。
 

車
の
走
る
毎
に
夢
と
現
賓
の
間
は
近
づ
い
て
く
る
。
小
夜
子
の

旅
は
明
か
な
る
夢
と
明
か
な
る
現
賓
が
は
た
と
行
き
逢
ふ
て
雇

別
な
き
境
に
至
つ
て
巳
む
。
夜
は
ま
だ
深
い
。
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第
九
章
の
冒
頭
部
、
 

員
葛
が
原
に
 
女
郎
花
が
険
い
た
。
す
ら
ノ
、
と

薄
を
抜
け

て
、
悔
あ
る
高
き
身
に
、
秋
風
を
品
よ
く
避
け
て
通
す
心
細
さ

を
、
秋
は
時
雨
て
冬
に
な
る
。
茶
に
、
黒
に
、
ち
り
ち
り
に
降

る
霜
に
、
冬
は
果
て
し
な
く
績
く
な
か
に
、
細
き
命
を
朝
タ
に

頼
み
少
な
く
繋
く
。
冬
は
五
年
の
長
き
を
厭
は
ず
、
淋
し
き
花

は
寒
い
夜
を
抜
け
出
で

、
、
紅
緑
に
貧
を
知
ら
ぬ
春
の
天
下
に

紛
 1
1
 
込
ん
だ
。
地
に
空
に
春
風
の
わ
た
る
程
は
物
み
な
燃
え
立

つ
て
富
貴
に
色
づ
く
を
、
ひ
そ
や
か
な
る
黄
を
、
 一
本
の
細
き

末
に
頂
て
、
住
む
ま
じ
き
世
に
肩
身
狭
く
揮
か
り
の
呼
吸
を
吹

く
様
で
あ
る
。
 

今
迄
は
珠
よ
り
も
鮮
や
か
な
る
夢
を
抱
い
て
居
た
。
員
黒
闇

に
据
象
た
る
金
剛
石
に
わ
が
眼
を
授
け
、
わ
が
身
を
輿

へ
、
わ

が
心
を
託
し
て
、
其
他
な
る
右
も
左
も
気
に
懸
け
る
暇
も
な
か

つ
た
。
懐
に
抱
く
珠

の
光
を
夜
に
抜
い

て
、
二
百
里
の
道
を

遥
々
と
闇
の
袋
よ
り
取
り
出
し
た
時
、
珠
は
現
賓
の
明
海
に
幾

分
か
往
昔
の
輝
き
を
失
つ
た
。
 

小
夜
子
は
過
去
の
女
で
あ
る
。
小
夜
子
の
抱
け
る
は
過
去
の

夢
で
あ
る
。
過
去
の
女
に
抱
か
れ
た
る
過
去
の
夢
は
、
現
責
と

二
重
の
開
を
隔
て

、
逢
ふ
瀬
は
な
い
。
た
ま
ノ
、
に

忍
ん
で
来
  

れ
ば
犬
が
吠
え
る
。

自
か
ら
も
、

わ
が
来
る
所
で
は
な
い
か
知
 

叡
 

ら
ん
と
思
ふ
。
懐
に
抱
く
夢
は
、
抱
く
ま
じ
き
罪
を
、
人
目
を

包
む
風
呂
敷
に
裁
し
て
猶
更
に
疑
を
路
上
に
受
く
る
様
な
気
が

す
る
。
 

過
去
へ
蹄
ら
う
か
。
水
の
な
か
に
紛
れ
込
ん
だ

一
雫
の
油
は

容
易
に
油
壷
の
中

へ
蹄
る
事
は
出
来
な
い
。
い
や
で
も
鷹
で
も

水
と
共
に
流
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
夢
を
捨
て
や
う
か
。
捨
て
ら
れ

る
も
の
な
ら
ば
明
海

へ
出
ぬ
う
ち
に
捨
て

、
仕
舞
ふ
。
捨
て
れ

ば
夢
の
方
で
飛
び
付
い
て
来
る
。
 

自
分
の
世
界
が
二
つ
に
割
れ
て
、
割
れ
た
世
界
が
各
自
に
働

き
出
す
と
苦
し
い
矛
盾
が
起
る
。
多
く
の
小
説
は
此
矛
盾
を
得

意
に
描
く
。
小
夜
子
の
世
界
は
新
橋
の
停
車
場
へ
打
突

つ
た
時
、
 

勢
痕
が
入
つ
た
。
あ
と
は
割
れ
る
許
り
で
あ
る
。
小
説
は
是
か

ら
始
ま
る
。
是
か
ら
小
説
を
始
め
る
人
の
生
活
程
気
の
毒
な
も

の
は
な
い
。
 

小
野
さ
ん
も
同
じ
事
で
あ
る
。
打
ち
遣
つ
た
過
去
は
、
夢
の

塵
を
む
く
ノ
、
と
掻
き
分
け

て
、
古
ぼ
け
た
頭
を
歴
史
の
芥
溜

か
ら
出
す
。
お
や
と
思
ふ
間
に
、
ぬ
つ
く
と
立
つ
て
歩
い
て
来

る
。
打
ち
遣
つ
た
時
に
、
生
息
の
根
を
留
め
て
置
か
な
か
つ
た

の
が
無
念
で
あ
る
が
、
生
息
は
断
は
り
も
な
く
向
で
吹
き
返
し

た
の
だ
か
ら
是
非
も
な
い
。
立
ち
枯
れ
の
秋
草
が
気
紛
の
時
節

 



を
誤
つ
て
、
暖
た
か
き
陽
炎
の
ち
ら
つ
く
な
か
に
難
へ
る
の
は

情
け
な
い
。
難

つ
た
も
の
を
打
ち
殺
す
の
は
詩
人
の
風
流
に
反

す
る
。
追
ひ
付
か
れ
れ
ば
努
ら
ね
ば
済
ま
ぬ
。
生
れ
て
か
ら
済

ま
ぬ
事
は
只
の

一
度
も
し
た
事
は
な
い
。
今
後
と
て
も
す
る
気

は
な
い
。
済
ま
ぬ
事
を
せ
ぬ
様
に
、
又
自
分
に
も
済
む
様
に
、
 

小
野
さ
ん
は
、
 一
寸
未
来
の
袖
に
隠
れ
て
見
た
。
紫
の
匂
は
強

く
、
近
付
い
て
来
る
過
去
の
幽
霊
も
是
な
ら
ば
と
度
胸
を
据
象

か
け
る
途
端
に
小
夜
子
は
新
橋
に
着
い
た
。
小
野
さ
ん
の
世
界

に
も
勢
痕
が
入
る
。
作
者
は
小
夜
子
を
気
の
毒
に
思
ふ
如
く
に
、
 

小
野
さ
ん
を
も
気
の
毒
に
思
ふ
。
 

本
章
で
引
用
し
た
、
藤
尾
‘
糸
子
・
小
夜
子
に

つ
い
て
の
イ

メ
ー
ジ
表
現
は
、
比
除
性
と
美
文
調
、
文
語
表
現
的
な
点
が
共
通

し
て
見
ら
れ
る
が
、
三
人
の
若
い
女
性
た
ち
の
性
格
や
特
性
が
対

比
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
 

激
石
の
こ
の
様
な
文
体
的
技
巧
は
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
や
、
美
的

イ
メ
ー
ジ
は
、
あ
る
種
の
効
果
を
挙
げ
て
い
る
が
、
 一
面
、
作
品

の
中
で
、
三
人
の
女
性
e
言
動
や
容
ぼ
う
、
性
格
を
客
観
的
に
リ

ア
リ
テ
ィ
あ
る
存
在
と
す
る
こ
と
を
な
し
得
な
か
っ
た
原
困
と
な

っ
た
の
は
否
め
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
久
米
氏
の
言
を
借
り
れ
ば
、
 

「
一
種通
俗
的
な
、
面
白
さ
を
増
し
、
先
生
の
技
巧
欲
を
満
足
さ
  

せ
た
に
止
ま

つ
て
カ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
い
う
疑
問
を
禁

じ
得
な
い
の
で
あ
る
。
 

確
か
に
、
藤
尾
対
小
夜
子
の
紫
と
黄
の
色
で
の
対
比
と
か
、
虞

美
人
草
対
蘭
の
花
対
女
郎
花
の
イ
メ
ー
ジ
対
比
は
面
白
い
が
、
中

村
武
羅
夫
e
m
l
口
を借
り
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
比
喰
的
、
美
的
イ
メ
ー
 

ジ
が

「
激
石
が
（廿
作
者
が
）
顔
を
出
し

て
」
の
対
比
に
な
っ

て

い
る
。
激
石
の
 
「
語り
」
 に
よ
っ
て
、
登
場
人
物
が
前
も
っ
て
動

か
さ
れ
、
規
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
。
 

特
に
小
夜
子
に

つ
い
て
の
最
後
の
引
用
文
の
 
「
自
分
の
世
界

 

気
の
毒
な
も

の
は
な
い
。
」
と
「
小
野
さ
ん
も
 

気
の
毒
に
思

ふ
。」
の
中
で
の
、
前
者
の
 
「小
説
は
是
か
ら
始
ま
る
。」
「
是
か

ら
小
説
を
始
め
る
人
の
生
活
」
と
言
っ
た
表
現
は
、
あ
ま
り
に
も

明
ら
さ
ま
な
作
者
の
こ
し
ら
え
を
告
白
し
て
い
る
し
、
後
者
に
至

っ
て
は
、
「作
者
は
小
夜
子
を
気
の
毒
に
思
ふ
如
く
に
、
小
野
さ

ん
も
気
の
毒
に
思
ふ
」
と
あ
っ
て
、
作
者
自
ら
が
あ
か
ら
さ
ま
に

顔
を
出
し
て
い
る
。
『吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
 の
技
巧
、
「
非
人情
」
 

の
世
界
を
描
い
た
と
い
う
『
草
枕
』
 の
第

一
章
の
作
者
の
語
り
と

美
文
的
表
現
を
一
段
と
華
麗
に
や
っ
て
の
け
た
の
が
、

「虞
美
人

草
』
 で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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四
 

前
章
で
の
べ
ら
れ
た
、
三
女
性
の
対
比
や
、
小
夜
子

・
清
三
の

共
通
の
 
「
気
の
毒
」
さ
を
説
明
し
た
表
現
に
見
ら
れ
た
点
は
、
仲

の
好
い
、
し
か
し
性
格
的
に
は
対
比
的
に
設
定
さ
れ
た

「
甲野
欽

吾
」
と
 
「
宗
近
一
」
 の
後
半
で
の
役
割
に

つ
い
て
も
言
え
る
で
あ

ろ
、つ
。
 

一
つ
は
、
「甲
野
」
の
 
「
日
記
」
 で
あ
り
、
も
う
ー

つ
は
、
外

交
官
試
験
合
格
に
示
し
た
、
「宗
近
一
」
 の
行
動
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
渦
中
の
人
物
同
士
の
葛
藤
に
よ
っ
て
、
最
終
章
へ
向
か
う
と

い
う
よ
り
も
、
作
者
、
「
瀬
石
」
 の
二
つ
の
分
身
が
、
作
品
を
終

章
に
向
か
っ
て
走
ら
せ
る
。
そ
れ
は
言
い
か
え
れ
ば
、
作
者
は
瀬

石
だ
か
ら
、
小
説
の
構
成
は
、
作
者
、
瀬
石
が
立
て
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
登
場
人
物
e
言
動
が
、
作
者
そ
の

も
の
の
よ
う
に
、
表
に
出
て
く
る
。
他
の
登
場
人
物
は
、
死
ん
だ

藤
尾
に
し
ろ
、

元
の
鞘
に
収
っ
た
清
三
と
小
夜
子
に
し
ろ
、

ま
た
 、

 

め
で
た
く
結
ば
れ
た
「
欽
吾
と
糸
子
」
に
し
ろ
で
あ
る
。
 

十
七
章
の
終
わ
り
近
く
の
宗
近
と
甲
野
の
会
話
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
 

「
僕
は
要
ら
な
い
金
の
為
に
、
義
理
の
あ
る
母
や
妹
を
堕
落
  

さ
せ
た
所
が
手
柄
に
も
な
ら
な
い
」
 

「
ぢ
や
愈
家
を
出
る
気
だ
ね
」
 

「出
る
。
居
れ
ば
雨
方
が
堕
落
す
る
」
 

「出
て
何
庭
へ
行
く
」
 

「何
庭
だ
か
分
か
ら
な
い
」
 

宗
近
君
は
机
の
上
に
あ
る
し
オ
パ
ル
ヂ
を
無
意
味
に
取
つ
て
、
 

脊
皮
を
竪
に
、
匂
配
の
つ
い
た
樺
の
角
で
と
ん
ノ
‘
、と
軽
く
敵

 

き
な
が
ら
、
少
し
沈
吟
の
避
で
あ
つ
た
が
、
や
が
て
 

「
僕
の
う
ち
へ
来
な
い
か
」
と
云
ふ
。
 

「君
の
う
ち
へ
行

つ
た
つ
て
仕
方
が
な
い
」
 

「
厭
か
い
」
 

「
厭
じ
や
な
い
が
、
仕
方
が
な
い
」
 

宗
近
君
は
泥
と
甲
野
さ
ん
を
見
た
。
 

「
甲野
さ
ん
、
頼
む
か
ら
来
て
呉
れ
。
僕
や
阿
父
の
鴬
は
と

 

も
か
く
、
糸
公
の
馬
め
に
来
て
遣
つ
て
く
れ
」
 

「糸
公
の
鴬
に
？
」
 

「糸
公
は
君
の
知
己
だ
よ
。
御
叔
母
さ
ん
や
藤
尾
さ
ん
が
君

 

を
誤
解
し
て
も
、
僕
が
君
を
見
損
な

つ
て
も
、
日
本
中
が
悉
く

 

君
に
迫
害
を
加
へ
て
も
、
糸
公
丈
は
惜
か
だ
よ
。
糸
公
は
撃
問

 

も
才
気
も
な
い
が
、
よ
く
君
の
債
値
を
解
し
て
カ
る
。
君
の
胸

 

の
中
を
知
り
抜
い
て
カ
る
。
糸
公
は
僕
の
妹
だ
が
、
え
ら

い
女
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だ
。
算
い
女
だ
。
糸
公
は
金
が

一
文
も
な
く
つ
て
も
堕
落
す
る

気
遣
の
な
い
女
だ
。
 

甲
野
さ
ん
、
糸
公
を
貰
つ
て
や
つ
て

く
れ
。
家
を
出
て
も
好
い
。
山
の
中
へ
這
入
つ
て
も
好
い
。
何

所
へ
行

つ
て
ど
う
流
浪
し
て
も
構
わ
な
い
。
何
で
も
好
い
か
ら

糸
公
を
連
れ
て
行
つ
て
遣
つ
て
く
れ
。
ー

座
昨
は
責
任
を
以
て

糸
公
に
受
合

つ
て
来
た
ん
だ
。
君
が
云
ふ
事
を
聞
い
て
呉
れ
な

い
と
妹
に
合
す
顔
が
な
い
。
た
つ
た
一
人
の
妹
を
殺
さ
な
く
つ

ち
や
な
ら
な
い
。
糸
公
は
算
い
女
だ
、
誠
の
あ
る
女
だ
。
正
直

だ
よ
、
君
の
為
な
ら
何
で
も
す
る
よ
。
殺
す
の
は
勿
彊
な
い
」
 

宗
近
は
骨
張

つ
た
甲
野
さ
ん
の
肩
を
椅
子
の
上
で
振
り
動
か
し

た
。
 

藤
尾
の
葬
儀
の
済
ん
だ
夜
、
甲
野
さ
ん
の
書
い
た
日
記
の
一
節

を
挙
げ
る
。
 

悲
劇
は
喜
劇
よ
り
偉
大
で
あ
る
。
之
を
説
明
し
て
死
は
菖
障

を
封
ず
る
が
故
に
偉
大
だ
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
。
取
り
返
し
が

付
か
ぬ
運
命

の
底
に
陥
て
、
出
で
来
ぬ
か
ら

偉
大
だ
と
云
ふ
  

の
は
、
流
る
、
水
が
逝
い
て
蹄
ら
ぬ
故
に
偉
大
だ
と
云
ふ
と

一

般
で
あ
る
。
運
命
は
軍
に
最
終
結
を
告
ぐ
る
が
鴬
に
の
み
偉
大

に
は
な
ら
ぬ
。
彫
然
と
し
て
生
を
愛
じ
て
死
と
な
す
が
故
に
偉

大
な
の
で
あ
る
。
忘
れ
た
る
死
を
不
用
意
の
際
に
鮎
出
す
る
か

ら
偉
大
な
の
で
あ
る
。
亜
山
戯
た
る
も
の
が
急
に
襟
を
正
す
か

ら
偉
大
な
の
で
あ
る
。
襟
を
正
し
て
道
義
の
必
要
を
今
更
の
如

く
感
ず
る
か
ら
偉
大
な
の
で
あ
る
。
人
生
の
第
一
義
は
道
義
に

あ
り
と
の
命
題
を
脳
裏
に
樹
立
す
る
が
故
に
偉
大
な
の
で
あ
る
。
 

激
石
は
、
藤
尾
を
殺
す
こ
と
で
、

「道
義
の
第

一
義
」
を
説

い
 

た
 。 し

か
し
、
瀬
石
の
美
文
調
、
小
説
の
顔
出
し
が
登
場
人
物
の
小

説
中
の
自
然
の
推
移
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
 

後
年
（
大
正
二
年
十
一
月
二
十
一
日
）
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中

の
高
原

操

へ
の
書
簡
で
、

『虞
美
人
草
』
翻
訳
許

可
を
断

つ
て
い
る
こ
と

に
そ
の
こ
と
は
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
。
 

（
大
谷
大学
非
常
勤
講
師
）
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